
カ
デ
ロ
・サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
大
使
「世
界
で
一
番
古
い
皇
位
」 

 

平
素
よ
り
ご
厚
情
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

天
皇
陛
下
御
在
位
三
十
年

記
念
式
典
が
、
二
月
二
四
日
、

国
立
劇
場
で
国
内
外
の
来
賓

が
集
ま
る
中
、
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
私
も
、
議
員
の
一
人
と

し
て
出
席
致
し
ま
し
た
。 

 
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
国
旗

「
日
の
丸
」
を
背
に
し
て
檀
上

に
座
ら
れ
、
出
席
者
一
同
が

国
歌
「
君
が
代
」
を
歌
う
と
、

思
わ
ず
何
と
も
言
え
な
い
感

慨
に
駆
ら
れ
、
涙
が
溢
れ
て

き
ま
し
た
。
我
が
国
柄
を
体

感
し
た
瞬
間
で
し
た
。 

 

●
「世
界
で
一
番
古
い
皇
位
」 

 

天
皇
陛
下
の
勅
に
は
「
私
が

こ
れ
ま
で
果
た
す
べ
き
務
め

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

(

中
略)

過
去
か
ら
今
に
至
る

長
い
年
月
に
、
日
本
人
が
つ
く

り
上
げ
て
き
た
、
こ
の
国
の
持

つ
民
度
の
お
陰
で
し
た
」
と
あ

り
ま
し
た
。 

 

民
度
と
は
何
か
。
そ
の
国
民

が
持
つ
、
生
活
や
考
え
方
等
の

総
体
と
し
て
の
水
準
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
民
度
を
作
り
あ

げ
て
き
た
も
の
は
、
親
か
ら
子

へ
と
代
々
伝
わ
る
家
で
あ
り
、

そ
し
て
、
地
域
、
さ
ら
に
国
と

い
う
も
の
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ

と
思
い
ま
す
。
我
が
国
は
、
神

話
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、

世
界
で
最
古
最
長
の
国
で
あ

り
、
そ
の
中
心
に
は
い
つ
も
国

民
と
と
も
に
あ
る
天
皇
陛
下

の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

同
式
典
に
出
席
し
た
本
邦

外
交
団
代
表
の
マ
ン
リ
オ
・
カ

デ
ロ=

サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
大

使
は
「
世
界
で
一
番
古
い
皇

位
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
、

祝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
氏

は
在
日
四
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン

外
交
官
で
あ
り
、
日
本
人
を

知
る
た
め
に
は
、
靖
国
神
社

に
参
拝
す
べ
き
だ
と
薦
め
る

知
日
派
で
も
あ
り
ま
す
。 

 
●
御
代
替
わ
り
の
今
年 

 
約
二
百
年
ぶ
り
の
御
代
替

わ
り
の
今
年
、
カ
デ
ロ
大
使
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
我
が
国

が
「
世
界
で
一
番
古
い
皇
位
」

で
あ
る
天
皇
を
中
心
と
し
た

国
で
あ
る
こ
と
を
、
私
達
国

民
自
身
が
ど
れ
ほ
ど
知
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
自
問
自
答

す
る
と
、
暗
澹
た
る
思
い
に
駆

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

現
在
、
学
習
指
導
要
領
に

は
、
中
学
校
社
会
科
公
民
的

分
野
に
「
日
本
国
及
び
日
本

国
民
統
合
の
象
徴
と
し
て
の

天
皇
の
地
位
と
天
皇
の
国
事

に
関
す
る
行
為
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
」
と
あ
り
、
そ
の
取

扱
い
方
と
し
て
「
『
天
皇
の
地

位
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
憲

法
に
定
め
る
天
皇
の
国
事
に

関
す
る
行
為
な
ど
児
童
に
理

解
し
や
す
い
事
項
を
取
り
上

げ
、
歴
史
に
関
す
る
学
習
と

の
関
連
も
図
り
な
が
ら
、
天

皇
に
つ
い
て
の
理
解
と
敬
愛
の

念
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」と
あ
り
ま
す
。 

 

●
歴
史
教
育
を 

 

同
要
領
の
通
り
、
退
位
礼
正

殿
の
儀
、
即
位
の
礼
を
は
じ
め

と
し
た
国
事
行
為
を
体
感
し

つ
つ
、
百
二
十
六
代
と
続
く
天

皇
と
我
が
国
の
歴
史
を
学

び
、
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重

し
、
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す

る
」(

教
育
基
本
法)

人
づ
く
り

に
繋
げ
て
い
く
大
変
重
要
な

年
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 

現
在
、
私
は
自
民
党
の
文
教

政
策
を
担
当
す
る
文
部
科
学

部
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
教

育
関
係
者
か
ら
の
要
望
も
あ

り
、
御
代
替
わ
り
の
今
年
、
歴

史
教
育
に
し
っ
か
り
取
り
組

み
ま
す
。 (
赤
池
ま
さ
あ
き) 
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【自由民主党 党員募集】  
現在自民党では党員を募集し

ています。詳細は事務所まで。 

赤
池 

誠
章 (

ま
さ
あ
き
） 

 

昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
生
ま

れ
。
明
治
大
学
卒
。
松
下
政
経

塾
で
松
下
幸
之
助
氏
か
ら
「人

づ
く
り
」の
重
要
性
を
学
ぶ
。
専

門
学
校
長
を
経
て
、
衆
議
院
議

員
に
当
選
。
清
和
政
策
研
究
会

（安
倍
晋
三
相
談
役
、
細
田
博

之
会
長
）に
所
属
。
平
成
二
十
五

年
の
参
院
選
比
例
代
表
全
国
区

で
国
政
復
帰
。
国
土
交
通
委
員

会
理
事
、
文
部
科
学
大
臣
政
務

官
、
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長

等
を
務
め
、
現
在
、
自
民
党
文

部
科
学
部
会
長
二
期
目
。 

安倍晋三総理 と 

ともに！ 

平成31年 (2019年) 2月25日 (月曜日) 

～ 国づくり、地域づくりは、人づくりから ～ 

参議院議員 比例代表(全国区) 

国政ニュース 

御代替わりの意義を学ぶ教育を！ 



～ 国づくり、地域づくりは、人づくりから ～  

参議院議員 比例代表(全国区) 
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